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日本の伝統的な歌唱授業の試みに関する考察
虫明異砂子 (岡山大学教育学部)
岡山大学教育学部音楽教育講座では,伝統的な歌唱 (民謡)授業に外部から講師を招き,学生たちが
生の邦楽に触れ,また自らが体験できるような授業を行っている｡現在まで 3年間にわたって実施 した
外部講師による民謡の授業を受講した学生に対 して行った 3回のアンケー ト調査を基に,授業の問題点
と課題を検討 し,｢日本の伝統的な歌唱｣授業の今後のあり方について考察を行った｡その結果,1.教
員養成機関では,技術習得を中心とするのでなく体験として学ぶことが重要であること,2.学校教育に
おける伝統音楽の学習には,生の音を体験 し,児童生徒各々が発声の違いや特徴を感 じ取 り,それを自
分の声で自由に表現することが重要であること,3.従来の頭声的な発声を重視すると共に,｢邦楽的な
発声｣を認識することによって,多様な民族の音楽を理解することが重要であることが明らかとなったO
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I.はじめに
平成 10年に新中学校学習指導要領が告示され,
改善の基本方針が示された｡そこでは,音楽科で重
視すべき観点の一つが,｢各学校段階の特質に応じて,
我が国や諸外国の音楽文化についての関心や理解を
一層深める表現活動及び鑑賞活動の充実を図るとと
もに,国歌 『君が代』の指導の一層の充実を図る｡｣
こととされた ｡これに関する ｢改善の具体的事項｣
として,r我が国の伝統的な音楽文化のよさに気付き,
尊重しようとする態度を育成する観点から,和重器
などを活用した表現や鑑賞の活動を通して,我が国
や郷土の伝統音楽を体験できるようにする｣ことが
提示されたQこの方針に従って,学校現場では音楽
の授業に積極的に伝統音楽を取り入れるとか,和楽
器の活用を重視するといった取り組みが実施されて
いる｡具体的には,琴や尺八,三味線,和太鼓等を
授業に取り入れたり,邦楽の専門家を学校に招いて
直接指導を受けたりするなど,様々な試みが行われ
ている｡
この様な学習指導要領の変化に対応して.教員養
成のカリキュラムが平成 13年度に改訂された｡その
中で,中学校及び高等学校の音楽の教員免許取得に
必要な ｢教科に関する科目｣の一つである ｢声楽｣
の内容も変更された｡そこでの主要な変更点は,従
来の ｢合唱を含む｣が新たに ｢合唱および日本の伝
統的な歌唱を含む｣となったことである｡｢改善の具
体的事項｣に基づけば,教員養成機関では伝統的な
歌唱を体験することが必要条件となる｡
ところで,学校教育-の日本の伝統音楽の導入は,
今回初めて行われたわけではない｡既に,昭和 22
年の学習指導要領試案において学校教育-の導入が
提示されている｡そこでは,日本音階の理解等が求
められ,教材として民謡,長唄,雅楽などが示され
ている｡昭和22年以降の学習指導要領においても,
わらべ歌,日本古詩の歌唱教材が導入された｡そこ
では,郷土の音楽やわが国および諸外国の民謡,氏
族音楽,日本の音楽に関心を持たせるという方針が
一貫している｡平成 10年度告示学習指導要領でも,
小学校では唱歌,わらべ歌や民謡など日本の歌をと
りあげ,中学校では,音楽の多様性を理解する観点
から,日本の伝統音楽や諸民族の音楽を取り上げる
よう明記されている｡今回の教員養成カリキュラム
の変更により,学校教育における伝統音楽の占める
比重が大きいものとなった｡
伝統的歌唱を実践する場合,避けて通れない問題
として,｢発声法｣をどのように考え,またカリキュ
ラムの中でどのような位置づけを与えるかという問
題が生じる｡これに隣接する問題として,音楽授業
の歌唱で ｢発声法｣をどのように扱 うかがある｡平
成 10年度告示学習指導要領では,｢内容 『表現』｣に
おいて,歌唱指導における発声の記述が,従来の ｢頭
声的発声｣から小学校では ｢自然で無理のない声｣
に,中学校では｢曲種に応じた発声｣に変更された｡
歌唱におけるこの発声指導の変化は了伝統音楽の発
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声｣いわゆる ｢邦楽的な発声｣とも関連をもってい
ると考えられる｡しかし,これまでの学習指導要領
等を見ると,民謡や長唄等の発声法については,明
確な指導法の提示はなく,単に鑑賞教材として扱わ
れているのみである｡邦楽の声楽は,日本語特有の
地声を用いたものであり,その ｢発声｣は,各伝挽
芸能の継承者等が長い年月をかけて ｢伝承｣によっ
て獲得してきたものである｡このような伝統的な発
声法を学校教育の中で実践する場合,検討する課題
も多いと思われる｡ 例えば,長い歴史をかけて培わ
れてきた邦楽の発声等の技術を児童生徒にどの程度
まで習得させるべきなのか,またその必要性はある
のか,頭声的な発声との関連性,児童生徒の声の健
康面,邦楽の発声が日本歌曲の自然な歌唱にはたし
て有効であるのか等々であるOこれらの課題を学校
教育の現場で検討し,日本の伝統音楽の歌唱分野で
の発声の扱い方についての方針を確立することが急
がれる｡
岡山大学教育学部音楽教育講座では,本学部のカ
リキュラムの変更に伴い,平成 14年度より合唱の1
セメスター内の 1時間を使い,邦楽の授業を外部講
師により行っている｡14年度は等曲地歌を,平成 15
年度,16年度,17年度は民謡の授業を行った｡これ
らの授業に対しては受講した学生にアンケー ト調査
を実施している｡本稿では,まず,平成 15年度から
17年度にかけて行った民謡の授業に対するアンケ
ー ト調査を取り上げ,調査結果に基づいて授業の問
題点と課題を検討する｡次に,｢日本の伝統的な歌唱｣
授業の今後のあり方について考察する｡
Ⅱ.邦楽の声に関するアンケー ト結果一民謡の授業
実践を通して く3回の記録)
1.授業の概要
①第 1回平成 15年6月13日実施
教材 :新相馬節 1)(堀内秀之進編曲 吟詠民謡)
講師 2)の新相馬節歌唱の後,民謡の特徴である裏声
とこぶしの付け方が説明された｡次に,講師の出身
地である青森県民謡津軽のホ-ハイ節が,裏声を特
徴付けた民謡の一例として歌われた｡この時間の仕
上げとして設定された各人の発表では,新相馬節の
はやしと歌の部分のどちらかを学生に自由に選択さ
せることとした｡音のとり方として,次のような注
意事項があった｡
I.調の制限をしないこと
2.こぶしの付け方は自由であること (ターン,崩し
方,装飾音の説明)
3.四分音符を大事にすること
4.声の出し方,歌い方については,
･ はりのあるいい声を目指す
･ まっすぐに歌う
･ 格式の高い歌い方をする
･ 物足りない部分はこぶLで補 う
･ メリハリをつける
･ 旋律が下降する時や長い音の直前でこぶLを入
れる
･ 強い音,長い音を大切に歌うこと
･ 音を崩すことを楽しむこと
･ 民謡の素朴さを大切にすること
まず全員で,講師の歌い方を部分的に真似ながら繰
り返し歌った｡次に,各グループに分かれ,それぞ
れに指定された部分を練習し,講師により各グルー
プのメンバー一人一人に細かい指導が行われた｡最
後に仕上げとして,各グループからl名ずつ,計 4
名による新相馬節が発表された｡学生たちには長い
音や強い音にこぶLをつけるのが困難であったよう
である｡講師は,フランス歌曲を専門とした声楽家
であり,ベルカント唱の声と民謡の地声を用いた声
を使い分けることが可能であった｡民謡で歌われた
地声は,決して張上げた声ではなく,咽頭腔が適度
に保たれたよく響き通る声質であった｡学生たちが
民謡や西洋的な発声の声の使い分けを講師の生の声
を聴いて真似ていく方法は,非常に効果が上がるも
のであるが,短時間で仕上げることは難しいことも
見受けられた｡初めての体験,合唱の発声との違い
で戸惑う学生も多く見られ,発声がうまくいかない
学生が多く見られた｡しかし,仕上げの演奏発表で
は,技術的には未完成であるが,各々の個性が発揮
された発表となった｡講師は,｢教員養成機関では,
民謡のプロ的な訓練よりも,学生が楽しく,いい気
持ちで取り組むこと,各人の音域や個性等に合わせ
た方法が適していること,装飾音を付けやすい調性
を考え自分の声で自分の民謡を歌う気持ちを持つこ
とが大切である｡｣と助言している｡
②第2回平成 16年 11月26日実施
教材 :新相馬節 (堀内秀之進作曲 吟詠民謡)
秋田音頭 3) (秋田県民謡)
授業の 1週間前に,宿題として秋田音頭の歌詞を作
詞することを指示された｡条件は次の3点であった｡
l)詞型は ｢七,八,九,七,八,九｣とすること｡
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2)この詞の最後にオチを入れてあること｡
3)地元を題材にし,方言を入れること｡
授業の冒頭に,講師による民謡 (新相馬節)が歌わ
れた｡講師は,幼少期に獅子舞や祭 り,盆踊りなど
の体験を持っている｡民謡は地元の ｢歌｣であり,
言葉の調子 (方言)が大切である｡ 今回の秋田音頭
は,音程をとらず言葉をリズムに乗せていく歌であ
る,等々が説明された｡
次に,秋田音頭の歌い方について以下の説明があ
った｡
･ 民謡には尺八,三味線を付ける場合もある｡
･ 調子や抑揚,テンポ,音程,調性は自由に｡
･ 民謡は発音にほとんど唇を使っていない,狭い
ドイツ語の発最で歌うと丁度よい,明るい音色
で歌わない｡
･ 下降音形でこぶLを入れる｡音が下がるときの
圧力を使って自然に入れる｡
･ 民謡の方言やなまりは,その地域の者でないと
本来の味が出ない｡
･ 言葉の最後にオチがつくと,聞き手が喜ぶ｡
学生の作詞例の一部は以下のとおりである｡
コラ秋田名物/八森鯉榊々 (-タハタ)/男鹿では男
鹿プリコ 能代春慶 (しゆんけい)/桧山納豆/大館
曲わっぱ (秋田音頭歌詞)
コラみかん愛媛の/名物なんじやけ/日本で一番じゃ
みんなに聞くけど/蛇口ひねっても/ボンジュース
でんけんね (学生K.K)
コラ岡山大学/いちょう並木がノとってもきれいです
授業のある日 /自転車だらけだ/まるで北京なみ
(学生M.Y)
コラ岡山名物/ままかり料理を/いっぺん食べてみい
白米みてて/隣の人から /借りておかわりじゃ (学
生 S.N)
コラ後楽園のノきれいな庭には/毎年鶴が来る 鶴も
くるけど/それより多いの/外国人の客 (学生 S.D)
コラ香川名物/讃岐うどんやで/コネコネこねあげろ
まあ食べてみい/つやめん魅惑に/あんたもほれぼ
れや (学生K.M)
講師の個別指導の後,聞き手が,お輝子と掛け声を
入れながら,学生は自作の詞を全員連続演奏した｡
今回の授業は,民謡の声の出し方よりも,民謡の楽
しさにポイントをおいたもので,自作の歌詞で表現
するという方法であった｡全員の手拍子とお堀子の
もと,学生は次々と発表した｡講師は,｢日本の民謡
にしてはテンポがよい｡有名なソーラン節だけでな
く,台詞が多い民謡だと子どもは大喜びする｡ほぐ
れやすい小学生の場合,そのような曲を教材やレパ
ー トリーにするとよい｡大発表会や講習会でス トリ
- トダンスをつけてやったりできる｡｣と助言があっ
た｡児童生徒が楽しく取り組みやすい民謡教材の選
択方法を示している｡
③第3回平成 17年 6月 17日実施
教材 :ソーラン節 (北海道民謡)
全員で講師と一緒に歌いながら,細かい節まわし,
合いの手の入れ方,言葉の意味等の説明を受けた｡
講師の生の声で,ソーラン節の説明を加えながら,
学生に歌わせていく方法で,真似から民謡に入るた
め非常にわかりやすくかったと思う｡
次に,民謡の唱法の特徴について,ソーラン節を
例に様々な説明が行われた｡
･ 自分が歌いやすい音程,調,テンポでよい｡
･ 音質,音程,リズムを均一にするのではなく,
音をゆらし,押したり,引いたり,ターンさせ
る｡
･ こぶし (装飾音)の付け方は自由である｡こぶ
Lは自分の歌の個性になり,聞き手には,次に
どんなことをやるのか期待させることができる｡
･ 1小節増やして歌ったり,リズムや音をずらし
て歌ったりすることも歌い手の個性であり,自
己表現である｡
その後,ベルカン トと地声について講師の考えが述
べられた｡｢民謡のプロは,上の音になるほど音色を
変えず共鳴を使わないで,地声の色のまま発声する
ことができる｡西洋的な胸声や頭声は,上に行くほ
ど息のスピー ドを上げて音程を上げていく｡民謡の
おもしろさは,頭声の響きを重視したベルカントの
歌い方ではでないが,クラシックも民謡も,裏声で
も地声でも音色を統一させるという点は同じ｡しか
し,民謡は裏声ではこぶLをかけにくい｡しゃがれ
た声で裏声を出せると地声と一致し,音色が統一で
きるOそのため,咽喉を何度もつぶしてわざと優れ
声を作る民謡歌手もいる｡｣
講師は,民謡の個性的で華やかな表現方法につい
て,生の声で多くの実例を示しながら指導を行った｡
授業後半の演奏発表では,全員の手拍子とお磯子の
もと,学生が一人一人挑戦していった｡しかし,秦
声のまま歌う学生が多く,こぶしがなかなかできな
い,音符どおりの歌い方になってしまう等,民謡の
自由で開放的な雰囲気まではなかかなか味わうこと
が出来なかったと感じた｡民謡や邦楽に慣れていな
い学生は蹄謄する様子も見られたが,全体にいい雰
囲気で演奏が行われ,その結果,学生はこの課題に
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熱心に取り組むことができた｡
2.調査方法
①調査日的 :受講生の邦楽 (民謡)に対する意識や
問題点を探る｡
②調査時期 :第 1回平成 15年 6月 13日,第2回平
成 16年 11月 26日,第 3回平成 17年
6月 17日
③調査対象 :｢合唱｣の受講生｡内訳は表 1に示す通
りである｡
表 1回答者の内訳 (人数)
男 女
15 18 6 112 学ー校教育教員養成課 1年生 2午 程 7 2年生 8
度 総合教育課程生涯教 3年生 4
育コース S他学部 3 4年生 4
16 25 3 22 学校教育教員養成課 1年生 ll
午 梅 17 2年生 7
度 総合教育課程生涯教 3年生 7
育コース .6他学部 2 4年生 o
17 35 5 30 学校教育教具養成課 1年生 23
午 程 18 2年生 7
皮 総合教育課程生涯教 3年生 2
④方 法 :選択方式と記述方式による質問紙法
⑤調査内容 :1)日本の伝統音楽のイメージと授業-
の期待,2)邦楽の声楽と邦楽発声につ
いて,3)邦楽の声楽や発声の導入につ
いて,4)邦楽に対する学生の意識につ
いて,5)技能の習得について
3.集計結果と考察
①日本の伝統音楽のイメージと授業-の胡待
各 3回の授業前に取った集計では,日本の伝統音
楽に対して持っているイメージは,"古い ",`くなじみ
がないH,H日本人の音楽",そして"魅力的な音楽"
0 10 20 30 40 50
図1 ｢日本の伝統音楽｣のイメー ジ
というのが平均的な回答であった｡しかし第3回目
のアンケー トは調査では,日本人の音楽とイメージ
している学生が44.4%と非常に高くなっている｡近
年の日本の伝統音楽の関心の高まりとともに,日本
人の音楽という意識が広く浸透してきたものと考え
る (図 1)0
次に,授業-の期待する内容では,"邦楽の知識を
得るH,"邦楽の声楽を体験する","発声を体験する",
西洋的な発声との違いを知る砧の4項目にわたって,
平均的に関心を持っていることがわかる (図2)0
邦楽的な発声を身に付ける
西洋的fcL-発声との違いを知る
邦楽的な発声を体験する
邦兼の知誰を得る
邦楽の声兼を体験する
3245 21.ー9_4_
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図2授業への期待内容
②邦楽の声楽と邦楽発声について
次に各3回の授業後に行ったアンケー トを考察す
る｡民謡の感想について,｢おもしろい｣が約 60%
と高く,第 2回では,82.8%と非常に高い数値とな
った (図3)｡これは,第2回目の授業の内容が,自
作の歌詞を定型のリズムでラップ調に歌うことであ
り,学生同士で内容を注意深く聞き合えたこと,氏
謡の声質よりも体験を重視した内容であったことで
取り組みやすかったのではないかと考えられる｡
邦楽の声については,"西洋的な発声とは全く違
う"という感想をもった学生が比較的多かった (図
4)｡続いて,"魅力的な声","自然な声"という認識
を持っている｡一方∴ 咽`喉を痛める',"自分に合わ
その他
無味がない
E]本人の音楽と痛感
民話以外のものも知りたい
おもしろい
0 20 40 60 80 100
図3｢民謡｣の感想
ない"など,否定的な感想は10%以下と低くなって
いる｡第2回目で "咽喉を痛める'が 10.8%となっ
ているが,授業で詞を朗詞するような大きな声が必
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その他
西洋的T.IT失声と連う尭丁
自分に合わないF
qqtをL暮める声
本人にとって白熱 F
魅力的TZ声
0 10 20 30 40 50
図4r弗条の声｣の感想
要とされたためと考えられる｡邦楽の声で困難
と感じる点については,第 1に発声の難しさを感じ
た者が過半数を占めていることがわかった｡(図5)｡
そのことに追随して,`どん●な声を出していいのかわ
からない'が30%弱となっている｡
その他
とん1'ZTかわからflい
邦兼の先事に肱托あり
発声が#しい
0 1ロ 20 30 40 50 60 70
図5声で日韓を感じる点
民謡の授業第 1回では,講師の範唱の後学生が歌
うという反復練習をし,こぶLや うなりなどの技術
を身に付けるという授業であった｡初めて経験する
学生が大半であり,慣れるまでに相当の時間を要し
たことが,発声に関して若干高い数値となったと原
因ではないかと考えられる｡次に,発声で困難な点
は,"咽喉に力が入りやすい"が全体の中で高い数値
となっている (図6)｡特に第2回は56.3%と過半数
を超え,第3回は46.3%と高い｡第2回の教材秋田
音頭ではしゃべりの要素が強く,張り上げて声を出
した学生が多く見られたことによると考えられる｡
また,民謡を魅力的な声と感じる学生が多かった反
面 (図4),発声の困難さを指摘した者が60%前後あ
その他
.t､が牧かTJ-い
咽qE【こ力が入りやすい
古い7Fが出しにくい
低い声か出_.にくい
0 10 20 30 40 50 60
回6発声で困難な点
った (図 5)｡その理由は低い声が出しにくい (約
45%)‥息が続かない (約27%),咽喉に力が入る(約
45%)であった｡学生は授業で講師の範唱により声
の出し方,こぶしの付け方等直接に指導を受けたが,
発声面で多数の者が困難を感じていることがわかる｡
これら発声に関する問題点は,これまで邦楽の声楽
がスムーズに導入されなかった原因にあるのではな
いかと考えられる｡
③邦楽に対する学生の意識について
第2回の "邦楽を身近に感じる"の数値が過半数
を超えたのは,定型の詞型に自作の歌詞をはめて表
現する楽しさを前面に置いた授業であったためと考
えられる (図7)Qまた,第 1回の "邦楽の発声を学
その他
わからfjい
E]本の伝統青蕪について考える
弗兼を■近に感じることが出来た
邦兼の先■モ事Ii',ことが出来た
事8事の声兼を手.iことが出果た
0 10 20 30 40 50 60
回7授業で身についたと感じる点
ぶ"が34.8%と他に比べ高かった理由は,民謡の発
声を中心においた授業であったためと考えられる｡
他方.第 1回では,"日本の伝統音楽',"邦楽を身近
に感じる'の数値が全 3回の中では,一番高い数値
となっているCこのことから,日本の伝統音楽に対
する意識を高めるためには,必ずしも第 1回授業の
ように邦楽の発声を中心する必要はなく,声よりも
民謡の楽しさを追求した,より自分の身近に感 じる
内容が適しているのではないかと考えられる｡今後
に活かしたい点では,"日本の伝統音楽に触れる機会
を持ちたい"と考える学生は40%を越えている｡一
九 邦楽の発声は 20%以下であり了 邦`楽の習得に
その他
わからfiい
事古井モ何か,eIlilLたし､
他民族古井にt,～れる烏合を持ちT=い
8本の伝統書兼に触Tl.る洩会を持ちたい
那兼の発声もできるようにしたい
C l(】 20 30 40 50
図8今後に活かしたい点
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関心がある"学生は,10%前後にとどまった｡これ
より,日本の伝統音楽を ｢機会｣として考える傾向
がうかがえる (図8)0
④邦楽声楽の技術の習得について
第3回は,ソーラン節のこぶLについての実践で
あった｡第3回受講学生のこぶし習得の自己評価で
は.できたと実感した者は0%,｢できなかった｣と
実感している者は約43%であった (図9)0
486
171
86
0
図9｢こぶし｣の習得
その理由について,咽頭-力が入る,短時間では習
得できない,こぶしのやり方がわからない (数名)
等の指摘がなされた｡邦楽の中では身近に考えられ
る民謡であるが,こぶL等の声楽技法を習得するに
は,ある程度の練習期間を要すると考えられる｡学
校教育では,こぶしの方法やなぜここでこぶLを使
わせるのかを理解させ,教師の範唱等によって音づ
くりの認識ができればよいのではないか｡
最後に児童生徒-の邦楽発声の必要性を尋ねたと
ころ,73%が必要と考えていることがわかった｡必
思わない
あまり思わない
少し思う
思う
0 52
88
14
0 10 20 30 40 50 60 70
図10 児童生徒の邦楽的な発声習得の必要性
要がないと考えている学生は0%であった (図 10)｡
その理由を表之に示す｡｢思う｣,｢少し思う｣と回答
した理由は,日本の伝統や日本人を意識した内容と
様々な声の出し方を意識した内容が多数あった｡学
生たちの多くは,邦楽的な発声を取り入れるべきと
いう意識を強く持っていることがわかる｡一方,｢あ
まり必要と感じていない｣と回答した学生は26.5%
見られた｡その理由としては,喉頭-の負担や習得
の難しさの指摘があった｡また,専門的な発声技術
の習得に対して消極的な意見も見られた｡伝統的な
歌唱授業で民謡を体験した学生の約 60%は邦楽発
声の困難さを感じていたことから (図5),児童生徒
-の取り入れ方の中で,発声に重点を置くとなると
指導しづらいという問題を抱えることが予想される｡
発声面では,｢民謡の歌い方は,ある程度大人になっ
てからの方が分かりやすいと思った｡小さいときか
ら邦楽発声をしていたら咽喉を痛め,西洋音楽の発
声の方に移りにくいと思ったから｡｣という意見も見
られた｡平成 10年中学校学習指導要領で示された
｢曲種に応じた発声｣は民謡等の邦楽的な発声も含
んでいる｡しかし,その到達度や必要性の程度につ
いては,慎重に検討すべきであろう｡
表2 児童生徒の邦楽発声習得について
回答 理由 (自由記述)
忠 たくさんの声を出す必要があるから *う 日本の特徴をつかむ
色々な発声が出来た方がいいと思う △
日本人だから *
日本の伝統的音楽で知っておくべきだからQ葬 りな *
どでよく聞くはずだからo
少 すぼらしい音楽であるから *し 日本の文化だから
忠 日本の伝統に触れることは大切だから *
う せっかく日本に生きているから *
日本文化を知るためにも必要だと思うから *
色々な声の出し方に触れるといいから △
日本人だから知っていたほうがいい,合唱をすると *
難しい点がでるかもしれない
おもしろかつたから楽しめると思うので △*
西洋の発声 も邦楽的な発声もどちらもできると
色々な歌が歌えていいと思つたから
日本の音楽も知るべきだから
いい声を出すように言われるが,それだけではない △*ということを知らせるため日本独特の音楽は途植えて欲 しくないから
あ 自分たちのような年齢でも難 しいので,小さい子に ▼
ま は無理だと感 じた
り 伝統音楽の道を進む人ばかりでないから
忠 発声ができなくてもいいと思うから
わ 将来的に音楽を勉強する人についてはもちろんだ
な が,普段よく按する西洋に対する自分の国の音楽をレヽ 知って欲 しい
咽喉を痛めるから
民謡の歌い方は,ある程度大人になってからの方が
分かりやすいと思ったo ▼小さいときから邦楽発声をしていたら咽喉を痛め,
西洋の方に移 りにくいとおもつたから
いらない ▼難 しいから
や りたい人はやればいいと思うから
違いを意故 ▼喉頭の負担 ･斉 しさを指摘
⑤アンケー ト調査まとめ
まず,講師の授業の意図は,次のようにまとめる
ことができる｡
第 1回 :民謡では,自分の音域や個性に合わせて,
こぶし(装飾音)を付けやすい調性を考える｡それに
よって,各人が自分の民謡として自由に演奏し,莱
しく取り組むことができることが示された｡
第2回 :民謡を七,八,九の詞型でしゃべりのよう
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に歌うことで,歌唱の声や発声技術とは関係なく,
民謡を楽しめることが示された｡
第3回 :民謡は発声技術でなく,歌い手の自由な表
現が個性となり,それが聞き手の期待感や満足感に
つながることが示された｡
学生に対する伝統的な歌唱のアンケー ト調査は,以
下のように集約することができる｡
I) 日本の伝統音楽のイメージは, 古`い", な`じ
みがない',"日本人の音楽",そして "魅力的
な音楽'と平均的に捉えている｡また学生は,
邦楽の知識や邦楽声楽の体験-の関心持って
いる｡
2) 特に発声にこだわらない授業内容の場合 (第 2
回), 民謡に対して ｢おもしろい｣という評価
を多数得た｡
3) 民謡の発声については,西洋的な発声とは全く
違うという認識を持っている｡
4) 民謡の声で困難と感じる点は,第 1に ｢発声｣
の問題であることがわかった｡
5) 民謡の ｢体験｣は,邦楽を身近に感じ,他民族
音楽や伝統音楽-の興味関心の向上につなが
った一方,発声-の関心が薄いことがわかった｡
6) 児童生徒-の邦楽発声の必要性を考える学生
が多数いることがわかった｡一方,民轟の体験
を通して,邦楽発声の習得の難しさも多数感じ
ていることがわかった｡
受講生の感想では,講師の意図が学生に反映され,
全3回を通して,面白かった,楽しかったという肯
定的な感想が大多数であった｡授業開始時では民謡
に対して戸惑いや抵抗感があった学生も,体験する
ことによって,親しみや興味が増したことが分かる｡
また,地声を発声することが気持ちよいと捉えてい
る者も見受けられた｡一方,発声や歌い方について
より詳しく指導を求める学生も数名見られた｡民謡
は,日本の伝統音楽の中では,もっとも地域に密着
したわれわれの身近にある音楽である｡教員養成機
関で伝統音楽の声楽に取り組む場合,まず各人の地
域の方言や仕事,自然に根ざした民謡を持っている
ことを認識することが必要である｡そして,邦楽の
発声技術が未熟でも,各人が自由に開放的な気持ち
を持って歌ってみることが重要ではないかと考えら
れる｡これらアンケー ト結果で得られた問題点,邦
楽の体験と発声技術の習得の関連性についてⅢ章で
考察する｡
Ⅲ.伝統的な歌唱に関する考察
1.中学校学習指導要領に見られる伝統音楽の扱い
伝統音楽のジャンルは非常に広い｡伝統音楽の捉
え方も様々であり,伝統音楽,日本音楽,邦楽,伝
統芸能等呼称も様々である｡平井澄子の ｢日本人が
作り出し,演奏し,これまで伝えてきたすべての音
楽が日本の伝統音楽である｣との考え4)に基づけば,
能,狂言,義太夫,長唄,等曲地唄等の古典邦楽か
ら現代まで歌い継がれているわらべ うた,唱歌,氏
謡等までこれら幅広くすべてのものが伝統音楽に含
まれるべきであろう｡邦楽的な発声といっても,伝
統音楽の多様なジャンルに応じた発声は様々であり,
それぞれの声の出し方を習得することは不可能であ
る｡学習指導要領に示された昭和 33年以降の ｢内容
『表現』｣を見ると次のように記載されている(表 3)0
｢目標｣ では,昭和 33年から昭和 52年告示で示さ
れていた ｢郷土の音楽や日本及び諸外国の民謡｣が
平成元年以降 ｢多様な音楽｣という文言に変化して
いるのがわかる｡歌唱指導における発声として提示
されていた ｢頭声的発声｣が平成 10年度告示で ｢曲
種に応じた発声｣に変更されていることも,｢多様な
音楽｣と深い関わりを示している｡また,平成元年
以降は,｢目標｣に ｢幅広い鑑賞の能力｣が加わった
ことも特徴である｡次に,｢内容『表現』｣を見ると,
｢我が国及び諸外国の民謡並びに古典から現代の作
品｣の記述は昭和 33年から現在までほぼ同様の内容
となっている｡昭和22年の指導要領で鑑賞教材に邦
莱 :民謡と提示されて以来,継続して民謡を伝統音
楽の入門的な位置づけをしたことがわかる｡特に,
昭和44年では,民謡の共通教材が指定されていると
ころから,昭和40年代から50年代にかけて学校教
育で民謡の授業が頻繁に扱われていたことがわかる｡
当時の中学校教師の意見として了民謡はわれわれの
日本人の生活や感情がもっとも強く表現されている｡
そのため伝統音楽に親しみを持たせ,理解-の手が
かりとしては,もっとも効果のあるものである｡｣と
民謡の教材としての有効性が述べられているOまた,
その当時の3年生共通教材 ｢かりぼし切り歌｣の難
しさも指摘している｡この曲を全体で斉唱する場合,
自由リズムに馴染めず大変難しいと指摘している 5)0
このことは,教材を選択する際には,各々がいかに
感じるかが大切であり,民謡の技術的な習得に終始
すべきではないことを示唆している｡
次に,平成元年告示学習指導要領で示された ｢多
様な音楽｣とは,郷土を含めたわが国及び世界の音
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表3 中学校学習指導要領における伝統音楽関連妃述 下線部は筆者による
昭和33年告示 昭和44年告示 昭和52年告示 平成元年告示 平成10年告示
目1年:郷土の音楽やわが国お 1年:郷土の青菜やわが 1年:我が国及び諸 1年: 様な音 1年 :重畳を量里に興味関心よび 界の有名な民謡.民俗 および諸外国の民謡, の民謡並びに古 に を ,幅広くiE る b
音楽を取り扱い,それらの養 民俗青菜に親しみを持 典から現代の作品ま 芯~を持たせ る を育てるQ(荘貫帯域)
市守共通性を感じさせるO 町 ~ でのうち,平易で親 とともに,幅広 2.3学年 :音楽に対する総
2年:郷土の音楽,各種の民 2年:郷土の音楽やわが しみのもてるもので い鑑賞の寵7f 合的な理解を深め,幅広く官
謡及び民族音楽などについて,それぞれの音楽の特色ある美しさを味わわせるQ3年:時代別および民族別による音楽の特徴や音楽の組み立てを理解させ,特に日本の音楽に対する関心を高めるD 国および諸外国の民謡,民俗音楽の特色を味わ万官有:~~3年:郷土 音楽やわが百L氏"､石膏m もに,日本の音楽の動向に関心を持たせるO あること○ を養う○ 夏至亘置夏を高める丁-
1年:わが国や世界の明るく親しみ すい有名な歌 ,氏 1年:※曲種は,わが国や諸外国の民謡及び古 1年 :※我が国及び諸外国の百雷肝 1年 :※我が国 1年 :※わが国青菜及び世界及び諸∠町圏~面 の古典から現代までの作品,
詣およてメ郷土の歌2年:わが国や世界の親しみやすい有名な歌曲や民謡 典の歌曲から現代の歌 古典から現代の作品 民謡並びに古 郷土の民謡など我が国及び
) 曲までのうち,平易でtみのあるものとする勺 までのうち,平易で親しみのもてるもの ゝ 世界の民謡のうち,平易で親t罰 ㌻もて るものであるこ
ロロ での つ
こきりこ節 (富山県民 であることQ ち丁平易で親 し と○
蘇) 2年:※,親 しみの みの もて るも ･我が国で長く歌われ親 しま
2年:1年と同様 もてるものであるこ のであることo れているもの
斉太郎節 (宮崎県民謡) とQまた,郷土の民 2.3年 :わが国 ･我が国の自然や四季の美 し
3年:※,平易で芸術的 謡を取り上げるよう 音楽及※,親 し さを感 じ取れるもの
なものとするQ にすること○ 一みの もて るも ･我が国の文化や 日本語のも
かりぽし切り歌(宮崎県 3年:2年と同様 のであることQ つ美 しさを味わ え るもの
民謡) 日本民謡の旋律における装飾的な音の動き(理解させ 事項と て)o (1-3年)2.3年 :栄,生徒の意欲を高め,親 しみのもてるものであることB
楽を示すものである｡これを歌唱領域で実践するた
めには,｢曲種に応じた発声で｣歌えることを意味す
る｡また,今回の教員養成機関で提示された ｢伝統
的な歌唱を含む｣によって,伝統音楽を多様な音楽
の一部を捉えていると考えられる｡即ち,邦楽的な
発声を世界の多様な発声の一つとみなしているのが
わかる｡伝統音楽の発声の種類は,前述したように,
多岐にわたっている｡平成 10年度告示中学校学習指
導要領解説一音楽編によると,学校教育で押さえて
おくべき視点は,わが国や諸外国の様々な歌唱曲に
は様々な発声法があるという認識をもっこと (発声
の多様性の認識)であり,本来の持ち味がより的確
に表現できる発声に気づかせること (曲種にふさわ
しい声の理解)としている6)0
従来の学校教育での発声 ｢頭声的発声｣と ｢邦楽
的な発声｣を比較することによって,この両者の特
徴をより深く捉えることができ,それによって多様
な民族の多様な音楽感覚を呼び覚ますことができる
のではなかろうか｡
2.｢曲種に応じた発声｣実践上の課題 7)
今回行ったアンケー ト調査では,伝統音楽に対す
る意識は高いことがわかった (図 7,8)｡今や伝統
音楽は特殊な音楽ではなく,世界の様々な民族音楽
の一つであるという認識が広がり,クラシック音楽
や一般的な流行の音楽では味わえない音楽観を培っ
ている｡この歌唱分野での指導方法について,筆者
が米国 hdiana州立大学音楽学部 で参加 した
｢htemationalⅥ)GalEnse血ble｣(ⅠVE)｣の授業事例
は,有効な一方法と考えられる｡授業では,世界の
様々な地域の伝統的な歌唱をVTR (視覚申導入)
とCDや録音等 (聴覚的導入)によって,繰り返し
視聴し,声を模倣していく方法をとっている｡ⅠVE
の合唱クラスは,様々な民族の音を再現することに
成功した｡このクラスは,いわゆる西洋的な合唱と
は異なる合唱を目指しており,様々な発声法を実践
演奏している｡筆者は 1セメスター毎回授業に参加
し,学生の状態や指導者の授業内容を体験した結果,
ある程度までは声を民族特有の音色や歌い方を再現
することができることがわかった｡これを日本の伝
統音楽の声楽授業に置き換えると,長唄や民謡等の
発声もこの方法である程度まで習得できるものと推
察できる｡児童生徒に取り組みやすく,興味関心が
湧きやすい伝統音楽を選択し,その映像と音声を繰
り返し視聴し,各人が音楽や演奏者の雰囲気や発声
を感じ取りながら歌うという方法である｡模倣する
ことで,伝統音楽そのものを自分自身で体感できる
のではないか｡
しかし,日本の学校教育-この実践法を取り入れ
るためには,いくつかの問題が予測される｡1つに
は,時間的にⅠVEクラスのような繰り返し学習が日
本の音楽授業では行うことが困難であること｡2つ
には,大スクリー ンを何箇所か琴置し,質の高い映
像や音声を体感できる環境設定が難しいこと｡3つ
めは,学校教員には,ⅠVEの指導者のようにフィー
ル ドワークができ,実際に教員自身が伝統音楽の演
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奏技術や知識を習得している実践研究している者が
少ないことである｡日本の学校教育では,まず,梶
聴覚教材を十分に活用することによって,個々の生
徒が曲や声の特徴に気づき,模倣することから始め
る必要があろう｡さらに,邦楽の場合には,地域の
伝統音楽の伝承者等を招くことによって,生徒にそ
れぞれの自然な感覚で歌い方や声の出し方を感じ取
らせることが必要であろう｡
3.｢伝統的な歌唱｣の発声上の課題
邦楽的な発声について,一方では,習得すべきで
あるという考え方があり,他方では,習得する必要
がないという考え方がある｡長坂は,日本の伝統音
楽の発声について次の3点を示している8)0
表 4 長坂幸子の示した伝統音楽の発声
l)西洋音楽のベルカント唱法を主とすべきとするもの
で,特に子どもに対しては ｢軽い頭声的発声｣を用
いるべきである｡
2)日本の音楽を歌わせる場合には,｢日本的発声 (いわ
ゆる地声)｣を用いて日本の伝統等的な味をそのま
ま生かすべきである‥.とするもので,日本音楽の発
声を一応 ｢地声｣を主とし,｢裏声｣は技巧的な発
声,または高音-の逃げ声として用いる｡
3)内面的に日本音楽の精神が生かされるならば,発声
そのものは新 しい ｢現代発声｣を用いるべきである
即ち,日本的発声には生理的に無理な点があるとい
う理由から,新しい西洋音楽の発声,すなわちベル
カント唱法や ドイツ式発声等を経て,感覚的なもの
に科学的実験等を加えて出来つつある発声を用い
るべきである｡
これらの考え方は,現在でも論議されているところ
である｡1)のように日本音楽を頭声発声で歌わせる
のは,曲種に対応していないという点で無理がある｡
また,2)のように ｢地声｣と｢裏声｣を用いる場合,
｢地声｣が硬起声中心の咽喉を締め付けた声になる
可能性が高く,児童には技術面で困難ではないだろ
うか｡3)では,西洋音楽の発声と日本 (邦楽)的発
声の融合を指摘されている｡これについて,近年,
多くの研究者が,2者を比較することで,明確な日
本語唱法や伝統的な発声の確立に向けて科学的実験
等を試みている 9)｡腹式呼吸で口腔内の共鳴を使っ
た ｢よい地声｣も存在し,例えば,長唄や民謡など
のように上咽頭や鼻腔の共鳴を用いる場合もある
10)｡しかし,西洋的な発声と邦楽的な発声の相違点
や共通点は見出せても,実際に発声を使い分ける方
法を具体的に声で表現できる指導者はそれぞれのプ
ロの領域に属する者でなければ困難である｡伝統音
楽の歌唱を体験という視点から捉えると,｢発声｣は
できる限り生の音声によって各々が感じ取ることが
大切であり,その音声は自分の声で自然に発する声
がよいのではないか｡
ここで,着目すべき点は,西洋的な発声 (咽喉に
負担の少ないベルカン ト発声)をどのように位置づ
けるかであろう｡ hdiana大学では,先に述べた曲種
に応 じた世 界 の様 々 な声 を実 践 して い る
｢htemationalⅥ)GalEnsemble｣(ⅠVE),ゴスペル
｢Am ericanAfhcanVocalEnsemble｣(Multi-cultural),
ミュージカル ｢ShgingHoosiers｣(ShowChoir)の合
唱クラスでも,授業の冒頭に毎回20分程度行われる
基礎的な発声練習は,ベルカントの発声であった｡
このことは,伝統音楽の歌唱を行 う場合にも,頭声
的発声を大切にすべきであることを示唆している｡
各クラスの指導教授-のインタビューの中でも,咽
喉を酷使しない頭声発声やベルカント発声の重要性
が述べられていた｡筆者は,彼らの演奏会等で,美
しい響きで歌われるスピリチュアルや古典の合唱音
楽から地声や胸声で高音域を歌うミュージカルやゴ
スペルまで,開放的で自由な表現を聴くことができ
た｡
これらの経験及び本論での考察を通して,｢伝統
的な歌唱｣の発声をどう考えるべきかという大きな
課題について,筆者は次のように考える｡戦後 60
年間学校教育で培われてきた ｢頭声発声及び頭声的
発声｣によって児童生徒は,無理のない自然な声の
響きを学習してきた｡日本国内では,戦後ひばり児
童合唱団,東京放送児童合唱団,西六郷少年少女合
唱団等数々の少年少女合唱団が設立され,また,港
外からは昭和 30年のウィーン少年合唱団,昭和 40
年のハンガリー少年少女合唱団等の来日により,頭
声発声を主にした発声指導の大切さが一層強調され
るようになった 11)｡これまで学校教育で培ってきた
この発声を,伝統音楽や曲種に応じた発声に適応さ
せるために捨て去るべきであるという考え方 12)も
ある｡しかし,響きや美しい声を目指したこの発声
法は,グローバルスタンダー ドな発声であり,｢歌唱
芸術の基礎｣といえる｡それを伝えることができる
のが学校教育の現場である｡筆者は,この発声を歌
唱の基本的な発声として大切に扱 うことで,伝統的
な歌唱の発声との相違が明確になり,学習効果が上
がるのではないかと思う｡西洋音楽と邦楽の発声の
特徴を比較し,融合的に捉え発展させていくことで,
伝統音楽の歌唱法,曲種に対応した発声,さらに,
自然で明確な日本語唱法が確立していくのではない
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だろうか｡
Ⅳ.おわりに
教員養成のカリキュラム改訂に伴 う ｢伝統音楽の
歌唱｣授業について,アンケー ト調査,学習指導要
領での位置づけ,hdiana大学で■の授業経験に基づい
て考察を行った｡その結果をまとめると,次のよう
になる｡
(1)教員養成機関では,技術習得を中心とするのでな
く体験として学ぶことが重要であること｡
(2)学校教育における伝統音楽の学習には,生の音を
体験し,模倣することによって,児童生徒各々が
発声の違いや特徴を感じとり,それを自分の声で
自由に表現することが重要であること｡
(3)伝統的な発声を学ぶ際,従来の頭声的な発声を重
視するとともに,大切に取り扱い,｢邦楽的な発
声｣を認識することによって,多様な民族の音楽
や発声が理解できること｡
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